
1357

泌尿紀要31巻8号

1985年8月

好酸球性膀胱炎の臨床研究 その2

好酸球性膀胱炎5例 の臨床検討

国立相模原病院泌尿器科

山 田 哲 夫

田 口 裕 功

 CLINICAL STUDY OF EOSINOPHILIC CYSTITIS (2) 

CLINICAL OBSERVATION ON 5 CASES OF EOSINOPHILIC CYSTITIS 

            Tetsuo YAMADA and Hirokazu TAGUCHI 
         From the Department of Urology, Sagamihara National Hospital

   Clinical observations were performed on 5 cases of eosinophilic cystitis that had been 

diagnosed by our criteria. In all 5 cases some kind of allergic diseases was found. General 

urinalysis did not show any definite tendency, but eosinophils in urine were found in 4 cases. 

Cystoscopy revealed only chronic inflammation and submucosal hemorrhage in 4 cases, and 

the other case showed ulcerative changes. A positive to immediate skin reaction was seen in 

2 of the 4 cases. IgE RAST was positive for mite, house dust and mugwort in 1 of these 

2 cases. In this case immediate allergic reaction was suspected as part of the cause of the 

cystitis. 

Key  words  : Eosinophilic cystitis, Allergy

要 旨

好酸球性膀胱炎 の診断基準はあ きらか でないため 自

験例を中心に診断基準を設定 し,そ れに沿 った5例 に

ついて臨床的検討を加えた.全 例が なん らかの ア レル

ギー疾患 を合併 していた.一 般的尿所見において一定

の傾向は認め られなか ったが,尿 中好酸球 は5例 中4

例において認め られ た.膀 胱鏡検査 で5例 中3例 は慢

性炎症性所見や粘膜下 出血斑を示すのみであ り,他 の

2例 は潰瘍性病変 を示 した.皮 膚 テス トを実施 した4

例中2例 は即時型反応において陽性を示 し,こ の うち

の1例 はIgERASTに お いてもダニや室内塵,ヨ

モギなどに対 し陽性 であった。 この1例 には1型 ア レ

ルギーの関与を示唆 した.好 酸球性膀胱炎 の成因に関

する2～3の 問題点に ついても考察を おこなった.

緒 言

膀胱炎 のなかには いまだ本態があ ぎらか でなく化学療

法に反応 しないで,慢 性 的な経過をた どる症例が多数

存在す る.こ のよ うな症例 のなかに 間質性膀胱炎や好

酸球性膀胱炎 も存 在する.間 質性膀胱炎 と好酸球性膀

胱炎 の関係についていまだ不 明瞭 の点 もあるが,こ の

うち間質性膀胱炎について診断や治療お よび原因的考

察などに おい て 若干の 知見 を 得た のですでに 報 告 し

た1～4).い っぽ う好酸球性膀胱炎に関 しては,最 近症

例 の報告が散見 され るが,診 断基準に対 して一定 の見

解を示 した ものはない.た とえば,ど の程度の好酸球

増加が あれば 好酸球性 膀胱炎 と いえ るか と い うよ う

な,単 純な問題さえあきらかに されていない.こ れに

ついては 「好 酸球性 膀胱炎の臨床 研究 その1」5)に お

いてす でに 自らの診断基準を設けた,こ こでは この考

え方に沿 って,わ れわれが好酸球性膀胱炎 と診断 した

5例 に臨床的検討を加えた.そ の結果本症 の診断上,

若 干の知見を得たので報告す る.
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Table1.症 例

1 2 3 4 5

年齢 。性別46歳 ・女 20歳 ・男 47歳 。女 29歳 ・男 50歳 ・男

家 族 歴
父に魚と薬物

アレルギー

バセ ドー氏 病 扁 桃 腺 炎

結核 性腹膜 炎 奪 麻 疹既 往 歴

シェーグレン

症候群

成人T細 胞性白

血病

アレルギー性

結膜炎

気 管支 端 息 奪麻疹 ・薬疹

鼻アレルギー{ピ リン・

潰瘍性大腸炎 抗生剤 ⊃

Table2.臨 床 症 状

。 津 例1
2 3 4 5

頻 尿+

排 尿 痛+

肉眼的血尿+

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

対 象

対象 は好酸球増加部位200倍5視 野に おける1視 野

平均好酸球数が20～50個 の範囲にあ り,さ らに全 円形

細胞数に おけ る好酸球 の割合が50%以 上を呈 した5例

である5).

結 果

1.年 齢 ・性別(Table1)

年齢は20歳 か ら50歳 の範囲にあ り平均年齢 は38.4歳

で男性3例,女 性2例 であ った.

2.病 歴(Table1)

5例 全例が家族歴や既往歴に おい てなん らかのア レ

ルギ ー性疾患 を有 していた。ア レルギー性疾患 のなか

でも葛麻 疹や気管支喘息,鼻 ア レルギー.ア レルギー

性結膜炎などのいわゆ るア トピー性(1型)ア レルギ

ーを原因 とす る疾患は5例 中4例 に おいて存在 した.

他の1例 は膠原病すなわち 自己免疫疾患を原因 とす る

シェーグレン症候群 が存 在 した.と くに症例4は,

Tableに 示す ごと く,ア トピー性 ア レルギ ー性疾患 と

自己免疫疾患 の両者を合併 した症例 であ った.

3,臨 床症状(Table2)

いずれ も頻尿や排 尿痛などの膀胱刺激症状を有 し,

5例 中4例 は肉眼的血尿 も見 られた.

4.血 液 お よび尿一般検査所見(Table3,4)

症例1は 末梢血 の白血球百分率に おいて好酸球が33

%と 著増 し,症 例3は4～9%と やや増加 していた.

その他の3例 は正常範 囲内(3%以 下)で あった,蛋

白分画では症例1の み γ一グロブ リンが34%と 増加 して

いた.入 院時 尿沈渣 では5例 中1例 にお いて赤血球 と

白血球の両者 が(十)以 上存在 していた.5例 中1例

は 白血球(+)よ りも赤血球(珊)が 増加 し,血 尿が

主体 であ った.他 の5例 中1例 は赤血球 が軽度(+)

しか認め られないに もかかわ らず,白 血球 が(帯)と

存在 し膿尿が主体であ った.5例 中他の1例 は既往に

肉眼的血尿が あるものの尿検査では所見に乏 しい もの

であった.す なわ ち尿一般 検査所見 では一定の傾 向は

認 め られ なか った.ま た尿中 白血球 と尿一般細菌培養

における細菌 の検出には相関関係はなか った.症 例1

に おいて膠原病に よると思われ る腎機能の低下が見 ら

れた.尿 中好 酸球は200倍50視 野において5例 中4例

が認め られた.

5.X線 所見(Table5)

5例 中4例 に おいて膀胱容量が減少 し,そ の4例 中

1例 は約50mlと 著 明に萎縮 し,同 時に 膀胱尿管逆

流現象 も認め られた.

6.膀 胱鏡検査(Table6)

5例 中2例 は潰瘍 性病変 が主体 であ り,潰 瘍性病変

の周囲に堤防状に隆起性病 変が見 られた.5例 中2例

は膀胱粘膜 の発赤や腫脹な どの慢性炎症性病変で,1

例は粘膜下出血斑のみで粘膜 その ものに特別変化は認

めなか った.

7ア レルギーお よび免疫学的検査所見(Table7)

症例3と4の2例 は免疫 グロブ リンの うちIgGと

IgAが ともに増加 していた.さ らに この2例 は いず

れ もRAや マイ クロゾーム および サイ ロイ ドテス ト
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Table3.血 液 一 般 検 査 所 見

症 例
1 2 3 4 5

検盃項 目

赤 血 球(/m㎡}

ヘモク自ヒ:ノ〔g/d2}

末 ヘマトクリット(%)

白 血 球1/㎜ う

梢 好 酸 球 ⊂/祠

桿 状 核 球
百

分 節 核 球
血 分

331×104483x104350x1043了8×104496×104

8.9

28。0

S3eo

1488

9

26

好 酸 球33.0
率

単 球
液 ㈱

リ ン パ 球

4

28

13,8

40.0

6800

284

12

58

1～5

2

27

10.4

31.5

9800

792

9

34

4～9

5

4

10.1

31.4

5300

S68

48

10

3

5

34

14.8

45.0

6400

123

54

18

1

6

21

総 蛋 自(g/d21

ア ル ブ ミ ン

蛋 α
且一グロブリン

・ 募 。　 グ。ブ,。

画 β 一グロブリン

液 〔%,γ 一グロブリン

GOT{U}

生A2-phos(U⊃

空腹時血糖〔mg/d2}

化 ナトリウム(mEq/2,

カ リウ ム【mEq/2)

学 梅 毒 血 清 反 応

CRP

ASLO〔ToddU,

6.8

58.0

5.1

12.7

10.0

14.3

IT

15

99

140

4.6

⊂一}

〔+卜⊃

21

5.2

5.5

10.5

9,9

14.5

19

10.3

114

143

3.8

⊂一⊃

`一}

100160↓

7.9

49。4

2.0

7.8

21

34.0

11

4

92

140

3.4

{一}

{一}

160

6.7

62.9

'2 .7

6.5

6.1

21。6

19

3.9

72

141

4.2

`一,

{一}

160↓

T.0

54.1

5.6

11.5

86

20.3

警4

6.6

105

144

4.e

⊂一⊃

〔一⊃

160↓

など の異 常 免疫 抗体 を有 し てい た.5例 の なか でIgE

の増 加 した症 例 は見 られ な か った.皮 膚 テ ス トで は 即

時型 反応 に お い て4例 中2例 が陽 性 であ った.こ の う

ち1例 のみIgERAST(lgEradioallergosorbcnt

test)を 実 施 しえ たが,皮 膚 テ ス ト即 時 型反 応 に て陽

性 を示 した ダ ニ,室 内塵,ヨ モ ギ の3つ の抗 原 がIgE

RAST陽 性 を示 した.

考 察

1.好 酸球性膀胱炎 集計上 の問題点

本邦における 好酸球 性膀 胱炎 の第1例 は重松 ら6),

平野ら7)に よる と1954年 鈴木8)に よって報告 された35

歳の女性例である.し か し1964年 岸本 ら9)の報告にお

いて,第1例 として1960年 勝 目ら1。)の症例 をあげ てい

る.す なわち,尿 膜 管に発生 した好酸球肉芽腫 を,膀

胱好酸球肉芽腫 と同時に,好 酸球性膀胱炎 として集計

した場合,第1例 は 鈴木8)の 報告例で ある.い っぽ

う,膀 胱に発生 したいち じるしい好酸球 浸潤例 のみ集

計 した場合,本 邦第1例 は勝 目ら10)の報告例 であ る.

いずれを第1例 とす るかは今後の検討に待たれ るが,

われわれが鈴木10)の報告例を文献的に検討 した ところ

に よると,こ の症例を第1例 とす ることに症例 自体に

若干の疑 問を感 じた.第1の 問題点 として,こ の症例

における組織像 の表現 である.す なわ ち 『摘出物 は多

数の小膿瘍形成 と結合織増殖 がおもで,好 中球や好酸

球,リ ンパ球,形 質細胞などの細胞浸潤 もあ り,非 特

異 炎症像 を呈 していた』 とい う記載に好酸球浸潤 の程

度に関す る記述はな く,一 般 の炎症所見 との相違 が見

られないため である.第2の 問題点は,成 因 として尿

膜管嚢腫が一般細菌感染に よる反復性炎症に よって肉

芽腫形成にお よんだ もの と考 えられたため である.こ

の ような症例は原因が判明してい るので尿膜管嚢腫 と



1360 泌尿紀要31巻8号1985年

Table4.尿 一 般 検 査 所 見

症 例
1 2 3 4 5

検査項目

尿

蛋

沈

糖

赤 血

白 血

白

球

球

渣 好酸球 〔50視野,

般 一 般 細 菌 培 養

結核菌{塗 沫 ・培養,

〔+卜,

{一,

〔+卜}

`引+}

N.D

`一 ⊃

〔一⊃

⊂+⊃ ⊂一,

{一}⊂ 一⊃

〔+H+}`+⊃

〔+⊃ 伸+⊃

0～50～120

⊂一⊃

`一 ⊃

{+⊃

【一⊃

〔一}

E.coliE.co「iE,col{

〔一 ⊃ 〔一, `一 ⊃

{一⊃

{一,

〔一⊃

(+←}

0～5

〔一,

【一,

総

腎

機

能

PSP(15分 値 ⊃{%⊃

〃(120分 値,〔%}

フ ィ シ ュ パ ー グ
濃 縮 テ ス ト

血液尿素窒素(mg/d2)

クレアチニン【mg/d2)

0

55

40

85

20

60

101110251017

15

1.0

19

1.5

16

1.4

20

58

1032

7

璽.1

25

68

102T

14

0.9

Table5.X線 学 的所 見

症 例
1 2 3 4 5

検査項目

lVP上 部尿路の拡張 十

最大膀胱容量{m2}50C
-G

聴胱 尿 管逆 流+

250 180 t60300t

Table6.膀 胱 鏡 所 見

症 例
1 2 3 4 5

病 変

潰 癌 性 病 変o o

隆起性 腰 瘍 性

病 変 非腫瘍性0 0

慢性炎症 性病変 o O

粘 膜下出血 斑 o

されるべ きであ って,尿 膜管好酸球 肉芽腫 とは異質の

ものであると考えた.す なわ ち,わ れわれ は,好 酸球

性膀胱炎に尿膜管好酸球 肉芽腫を含めるか否か とは無

関係に,鈴 木 の症例が好酸球 肉芽腫 といえるか ど うか

に疑問を感 じている.い っぼ う平野 ら7),重 松 ら6)に

よって第2例 とされた後Wt11)の症例 は 『散在する結 合

織中に大部分が好酸球か らなる細胞漫潤があ った』 と

記 載され,病 理組織診断は尿膜管炎症性 肉芽腫であっ

た とい う.後 藤 は自らの症例に対 しr尿 膜管炎症性腫

瘍の1例 』 と報告 してい る.し か し後に,相 戸 らt2》は

後藤の症例を尿膜管好酸球肉芽腫 として表に列 挙 して

いる.わ れわ れも本例はその記載 か ら尿膜 管好 酸球 肉

芽腫 として良いものと思われ,好 酸球性膀胱炎 として

尿膜管を含めた場合,第1例 となる症例 である.し か
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Table7

症 例
1 2 3 4 5 基 準 値

検査項 目

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン

lgG〔mg/d2)

lgA(mg/d2}

1gM{mg/d2}

lgE{IU/m2)

血清補体価 〔CH50⊃

皮

虞
頁
ト

即時 型陽性 抗原

〔閲 値=io一 う

遅延 型陽 性抗原

〔強 度}

lgERAST【 ス==〔アー)

1530

147

385

82

34.2

異 常 免 疫 抗 体 マイクロゾーム

抗 核 抗 体 〔-1

1060

256

156

140

35.O

ヨモギ〔5}

{一,

(一)

2860

2了6

408

135

39。0

(一 ⊃

2270

160

205

152

27

ダ ニ(6)
HD(4)

ヨモギ{4⊃

1680

282

122

【一 ⊃

カンジダ(什}ヨ モギ(+卜)PPD(+⊃

菌 類 〔什}

RA

(一}

ダニ 〔3⊃

ヨモギ,HD〔2)

マイクロゾーム
サ イ ロ イ ド

〔一} {一)

800～1800

100～450

100～250

500↓

30～40

し尿膜管 は解剖学的に も組織学的に も膀胱組織 とは異

なる独 立 した構造を有す る臓器 であ り,両 者の扱 いは

今後の検討 され るべ き問題 である.

欧米に おけ る第1例 は ユ960年Palubinskas13)に よ

って報告 された症例 で,第2例 は同 じ1960年Brownl4)

に よって 報告 された症例 と されている.ユ960年Pa-

lubinskasi3)は 膀 胱組織 に原因不 明のいち じるしい好

酸球浸潤 を呈 した1例 に対 し,Eosinophiliccystitis

(好酸球性膀胱炎)と 呼んだ.同 じ1960年Browni4)

は,著 明な好酸球浸潤 とともに多数 の肥満細胞や リン

パ球お よび組織球,さ らに少数 の形質細胞な どの細胞

浸潤を有す る原因不明の1例 を経験 した.彼 は この組

織像が,骨 や他臓器に見 られ る好酸球 肉芽腫 と類似 し

ているため,Eosinophilicgranulomaofthebladder

(膀胱好酸球 肉芽腫)と 称 した.そ の後,こ の ような

原因不 明のいち じる しい好酸球浸潤を呈す る症例 は,

好酸球性膀胱炎や,膀 胱 好酸球 肉芽腫 と呼ばれ,同 一

の範ち ゅうとして扱われ てきた.1983年 平野 ら7)は好

酸球性膀胱炎 として本邦21例 集計 しているが,そ の う

ち岸本 ら9),相 戸 ら12),重 松 ら5),佐 長 ら15)は膀胱 好

酸球肉芽腫 として報告 された ものである.近 年好酸球

性膀胱炎 は膀胱好酸球 肉芽腫症例 も含 めて広義に用い

られ,厳 密に区別 されて いない よう である.た とえ

ば,浜 路 ら16),宇 山 ら17)の症例は生検{象に おいて 肉芽

腫であるに もかかわ らず好酸球性膀胱炎 の1例 として

報告され てい る。 また板谷 らIS),原 田ら19),坂 口ら2の

の症例 も結節状 および腫蕩状隆起 を認め,肉 芽腫 と推

定 されたが,好 酸球性膀胱炎 と報告 されてい る.こ れ

と同 じ解 釈は 欧米に おいて よ り顕著 であ る.す なわ

ち,Brownら ω の報告に よる膀胱好酸球肉芽腫 とい

う診断名の1例 を除 いて,そ の後のすべ ては膀胱壁に

おける好酸球 浸潤例に対 し,好 酸球性膀胱炎 とい う診

断名で統一され ている.な ぜ この ように,肉 芽腫例 も

含めて好酸球性膀胱炎 と統一 されたか不 明であるが,

膀胱 とい う同一 の基盤を考えた とき,理 解 できるので

ある.ま た欧米 では,少 な くとも,尿 膜管に発生 した

膀胱好酸球肉芽腫は認め られない.

自験例は,診 断の時点で,い ずれ も腫瘍性病変は認

め られなか ったが,5例 中2例 は潰瘍 の周囲に隆起性

膀胱病変が認 め られた.5例 中2例 は,内 視鏡的に慢

性膀胱炎所見を呈 し,5例 中1例 は,粘 膜下 出血斑が

認め られ るのみであった.ま た,組 織 壕 も肉芽腫 の形

成はなか った.し たが って,自 験例 はわれわれ の検索

した時点では,文 献に よる膀胱の好酸球 肉芽腫 とは異

なる所見を呈 していた.

皿.好 酸球性膀胱炎 の診断について

好酸球性膀 胱炎 の診断基準はい まだ不明瞭 な点が多

い.本 症に とって もっ とも基本的な,ど の程度 の好酸

球増加 よ り診断できるのか,そ の基 準さえあきらか で

なか った.そ こで,わ れわれは 「好酸球性膀胱炎 の臨

床研究そ の1」5)に おいて,自 らの診断基準 を 試みた,

この基準に よって,好 酸球性膀胱炎 と診断 した5例 が,
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す でに報告 された症例 と臨床的に どの ような相違が見

られ るかが,こ の報告 の 目的であ る.

過去 の報告例は,膀 胱腫瘍や結核を疑われ,生 検や

手術 などの結果,偶 然に発見 された ものがほ とん どで

あ り,術 後診断 として発見 され ることが,本 症の特徴

とされ てきた.自 験例 では,5例 中3例 までが,膀 胱

粘膜 の発赤や浮腫,充 血 などのごく一般的な慢性炎症

所見を呈す るのみで,結 核や腫瘍を推定す る所見は見

られ なか った.し か し,わ れわれは,難 治性膀胱症状

を呈す る症例に対 して,そ の既往歴に おいてア レルギ

ー体質 を有 していたので
,ア レルギ ーとの関連性を疑

い,生 検 をお こな った結果,診 断 しえたものであ る.

本症 の診断は,膀 胱生検や手術に よ り得 られた組織

に よって初め てなされ るのであるが,尿 中好 酸球 の出

現 もその簡便 さのため,組 織学的診断の前に,ぜ ひお

こな うぺ き検査 と思われる,本 症 の尿中好酸球 の意義

についてFrensilliら21)は 好酸球性膀 胱炎 の 急性期

に増加す る と報告 したが,そ の診断上の意義につ いて

あ きらかにされ てこなか った.し か し,自 験例に おい

て,5例 中4例 は,尿 中好酸球が検 出された.陽 性 で

あ った4例 は,各 症例において2～4回 の検査 をおこ

なったが,毎 回認め られる とは限 らなか った。認め ら

れなか った1例 は,粘 膜表面 において,粘 膜下出血斑

しか認め られなか った。他の4例 は,潰 瘍性病変や び

らん性病変を有 していた.こ れ らの膀胱病変を有す る

とき,尿 中好酸球の出現部位は,ほ ぼ膀胱 と考えて差

しつか えない もの と思 ってい る.わ れわれは,尿 中に

少数 の好酸球で も認 められれば,好 酸球性膀胱炎の診

断の可能性を有する ものであると考えてい る.

皿。婦酸球性膀胱炎のア レルギ ー学的検討

好酸球性膀胱炎 と診断 した場合 でも,す べての症 例

が ア レルギーに よるとは限 らない.な ぜ な ら,寄 生虫

や異物 な どア レルギーが,直 接 関与 して いない もの

で,好 酸球 を増加 させる ことがあるか らである.し か

し,ア レルギー体質を濃厚に有 してい るとき,ア レル

ギーの関与が より強 く疑われる。過去に平野 ら7)は本

邦報告 例21例 中8例 に,ま たHellstrom22)は,欧 米報

告例21例 中12例 に ア レルギ ー疾患 の合併を認めた とい

う,自 験例は,5例 全例に ア レルギー性疾患の合併を

認めた.こ の うち,2例 は 自己免疫疾患 も合併 してい

た.わ れわれは,5例 にっ いてCoombsandGel123)

に よって提唱 されたア レルギー反応 の4型 の うち,1

型 ア レルギ ー反応 の関与を皮膚 テス トや血清中総lgE

値,IgERASTな どで検討 した.1型 アレルギー一反

応では抗原に 対す る抗体はIgE抗 体 と され て いる

が,血 清中総IgE値 は,5例 いずれ も基準値 よ り低

値 を示 していた.し か し,こ の ことは,1型 ア レルギ

ーの関与 をすぺ て否定す るものではない.皮 膚 テス ト

をお こなった4例 中2例 は,即 時型(1型)ア レルギ

ー反応が ヨモギ,室 内塵,ダ ニな どに 対 し陽性を 示

し,即 時型 ア レルギ ー反応を担 う抗体の存 在を示 唆し

た.そ こで,こ れ らの抗原が,血 清中に実際存 在す る

か ど うかを検討す るため,IgERAST法 を,皮 膚 テ

ス ト即時型反応陽性抗原を認め る2例 に対 して施 行し

た.そ の結果,1例 に おい て,ダ ニや室内塵,ヨ モギ

な どが陽性を示 した.自 験例5例 中,IgERAST陽

性を示 した1例 は,1型 ア レルギ ー反 応の関 与を 疑

わ せた.し か し,こ れ らの抗原が,膀 胱 とい う臓 器に

反応 し,多 数 の好酸球を遊走 させ るとい うことの,根

本的な機序につ いては あきらか でない.

結 語

われわれ が設定 した,好 酸球性膀胱炎 の診断基準に

沿 った5例 に ついて,臨 床的検討 を加 えた.

1.5例 全例 が,ア レルギー疾患 を合併 していた,

2.5例 中3例 は,膀 胱鏡 的に慢性炎症性所見およ

び,粘 膜下出血斑 を示す のみ であった.

3.5例 中4例 は,尿 中好 酸球検 査に おいて,陽 性

であ った.

4.実 施で きた4例 中2例 は,皮 膚 テス ト即時型反

応に おいて陽性を示 し,こ の2例 中1例 は,IgERA-

STに おいてダニや室 内塵 および ヨモギなどに対 し,

陽性 であ った.こ の1例 は,1型 ア レルギー反応の関

与を示唆 した.

なお本論文の要旨は1978年 秋 田市 で開催 された第43回 東部

連合総会 と198・1年および1982年 に東 京都で開催 された第402

回,第412回 東京地方会 において報告 した.
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